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最
近
で
は
、
大
雨
に
よ
る
河
川
の
氾

濫
な
ど
の
報
道
を
よ
く
目
に
す
る
よ
う

に
な
り
、
災
害
に
対
す
る
危
機
意
識
も

高
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
加
古
川
市
で
は
９
月
中
を
目
途
に
、

総
合
防
災
マ
ッ
プ
更
新
版
を
全
戸
配
布

す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。
防
災
マ
ッ

プ
は
地
震
編
と
水
害
編
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
地
域
別
の
最
大
震
度
や
津
波
・

高
潮
に
よ
る
浸
水
被
害
の
想
定
の
ほ
か
、

避
難
場
所
等
も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
防
災
マ
ッ
プ
で
は
従
来
の
概
ね

１
５
０
年
に
一
度
の
大
雨
（
計
画
規
模

降
雨
）
に
加
え
、
概
ね
１
０
０
０
年
に

一
度
の
大
雨
（
想
定
最
大
規
模
降
雨
）

を
想
定
、
こ
の
場
合
は
２
日
間
で
７
５

０
ミ
リ
程
度
の
雨
が
降
る
と
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。
近
年
、
河
川
整
備
の
目
安

と
な
る
概
ね
１
５
０
年
に
一
度
の
大
雨

を
上
回
る
降
雨
に
よ
り
甚
大
な
洪
水
被

害
が
全
国
各
地
で
発
生
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
想
定
し
得
る
最
大
規
模
の
降
雨

（
概
ね
１
０
０
０
年
に
一
度
の
大
雨
）

に
よ
る
「
施
設
で
は
防
ぎ
き
れ
な
い
大

洪
水
は
必
ず
発
生
す
る
も
の
」
と
の
考

え
に
立
ち
、
新
た
に
洪
水
浸
水
想
定
区

域
図
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

配
付
さ
れ
た
防
災
マ
ッ
プ
で
、
自

宅
・
職
場
が
ど
う
い
っ
た
被
害
に
な
る

の
か
を
把
握
し
、
災
害
が
起
こ
っ
た
時

の
避
難
方
法
等
に
つ
い
て
、
家
族
・
職

場
内
で
確
認
し
て
お
く
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

　
災
害
時
は
市
が
、
避
難
情
報
を
発
令

し
ま
す
。
そ
の
際
、
左
記
の
警
戒
レ
ベ

ル
を
用
い
て
発
信
し
ま
す
。

　
近
年
で
は
、
平
成
30
年
の
「
平
成
30

年
７
月
豪
雨
」
の
際
、
洪
水
の
恐
れ
が

高
ま
っ
た
た
め
、
「
避
難
勧
告
」
が
発

令
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
年
は
「
避

難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
」
が
７

月
か
ら
10
月
に
各
一
回
ず
つ
発
令
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
避
難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
難
し
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
「
自
宅
が
安
全
か
、
避

難
所
が
安
全
か
」
ま
た
同
じ
避
難
で
も

「
学
校
な
の
か
公
民
館
な
の
か
」
な
ど

発
信
さ
れ
る
避
難
情
報
を
も
と
に
判
断

し
、
「
避
難
勧
告
」
が
出
た
ら
「
避
難

指
示
」
を
待
た
ず
に
、
速
や
か
に
危
険

場
所
か
ら
全
員
避
難
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
が
発
令
す
る
避
難
情
報
を

基
準
に
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
頼
る
ば
か

り
で
な
く
、
自
分
自
身
で
考
え
て
避
難

す
る
意
識
も
持
ち
ま
し
ょ
う
。
被
災
し

た
地
域
が
ニ
ュ
ー
ス
で
報
道
さ
れ
る
と

「
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
な
い
」「
ま
さ

か
こ
ん
な
こ
と
に
な
る
と
は
・
・
・
」

な
ど
の
言
葉
が
聞
か
れ
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
災
害
は
今
ま
で
考
え
て
こ
な
か
っ

た
リ
ス
ク
（
被
害
）
を
考
え
て
動
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
自
分
の
家
は
頑
丈
だ
か
ら
大
丈
夫
」

と
思
わ
ず
、
「
も
し
か
し
た
ら
」
と
考

え
て
、
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
行
動

を
取
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
の
避
難
所

で
す
が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
へ
の
感
染
も
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
左
の
フ
ロ
ー
図
を
参
考
に
し
、
時
に

は
自
宅
・
職
場
の
上
階
へ
避
難
す
る
こ

と
（
垂
直
避
難
）
も
選
択
肢
に
い
れ
、

  

さ
ま
ざ
ま
な
避
難
方
法
や
感
染
症
対

策
を
知
っ
て
、
安
全
・
安
心
な
避
難
の

た
め
の
備
え
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
避
難
所
で
は
、
手
洗
い
・
マ
ス
ク
・

消
毒
の
徹
底
の
ほ
か
受
付
時
の
健
康
チ

ェ
ッ
ク
、
避
難
者
間
の
ス
ペ
ー
ス
確
保
、

定
期
的
な
換
気
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
避
難
所
へ
避
難
す
る
際
は
「
う
つ
ら

な
い
・
う
つ
さ
な
い
」
の
気
持
ち
を
持

っ
て
、
感
染
防
止
対
策
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

  
ま
た
、
感
染
症
対
策
品
を
追
加
し
た

非
常
持
出
品
の
準
備
も
必
要
で
す
。

　
必
要
な
も
の
は
各
世
帯
で
異
な
り
ま

す
が
、
食
料
や
飲
料
水
な
ど
に
加
え
て
、

感
染
症
対
策
に
有
効
な
マ
ス
ク
や
体
温

計
な
ど
も
で
き
う
る
限
り
持
参
し
ま
し

ょ
う
。

※参考：加古川市危機管理課資料　他

　大雨等による水害や地震など、私たちは常に災害が身近にあることを認識していな
ければいけません。台風も多いこの季節、いざという時に命を守る行動ができるよう、
日頃の備えをしっかりとしておきましょう。

はい

いいえ

いいえ

はい

避
難
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
？

避
難
所
の
コ
ロ
ナ
対
策
は
？

防
災
マ
ッ
プ
は
家
族
全
員
・

　
　
　
　
　
全
社
員
が
確
認
を

いざという時の備えは万全ですか
９月１日は「防災の日」

◆
感
染
症
対
策
に
有
効
な

　
　
　
　
　
　
　
非
常
持
出
品
の
例

　
○
マ
ス
ク

　
○
体
温
計
　

　
○
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液

　
○
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ（
共
用
し
な
い
）

　
○
使
い
捨
て
ビ
ニ
ー
ル
手
袋

　
○
上
履
き
・
ス
リ
ッ
パ
等

◆
通
常
の
非
常
持
出
品
の
例

　
○
食
料

　
○
水

　
○
常
備
薬

　
○
テ
ィッ
シ
ュ・ウ
ェッ
ト
テ
ィッ
シ
ュ・

　
　
ポ
リ
袋（
通
常
よ
り
多
め
に
）

　
○
タ
オ
ル

　
○
携
帯
ト
イ
レ

　
○
緊
急
時
に
連
絡
す
べ
き
親
戚
等

　
　
の
連
絡
先
一
覧

　
○
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー

　
○
現
金
な
ど
貴
重
品

９月１日は「防災の日」

●避難とは、「難」を「避ける」こと。災害時に危険な場所にいる人は
　避難することが原則ですが、安全な場所にいる人まで避難所に行く必
　要はありません。
●避難先は、市の公共施設だけではありません。安全な親戚の家やホテ
　ルの利用など、さまざまな避難方法を検討しましょう。

自宅・職場付近に災害の
リスクは無いですか？

または、あっても影響が
“極めて”低いですか？

原則として、自宅・職場以外での避
難が必要です。（判断は早めに！）　

安全な場所に住んでいて身を寄
せられる親戚や知人はいますか？

避難方法：在宅避難
　自宅が安全な方は避難の必要
はありません。避難する方がかえ
って危険な場合があります。屋内
で安全を確保しましょう。

避難方法：親戚宅への分散避難
　安全な場所にある親戚・知人宅
に避難しましょう。日頃から避難
について相談しておきましょう。
　

避難方法：指定避難所などへの立退き避難
　避難所での「３密」を避けるため、可能な限りより多くの避難所が開設
される予定です。
　開設している避難所については、加古川市の「緊急速報メール」や「防
災ネットかこがわ」などで発信されます。

避難所以外への避難（分散避難）も
選択肢の一つです！

警戒レベル
レベル
５

レベル
2

レベル
1

レベル
4

レベル
3

避難情報など 市民が取るべき行動

市
が
発
令

気
象
庁
が
発
表

災害発生情報

注意報

早期注意情報

避難指示（緊急）
避難勧告

避難準備・
高齢者等避難開始

避
難
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
？

避
難
所
の
コ
ロ
ナ
対
策
は
？

防
災
マ
ッ
プ
は
家
族
全
員
・

　
　
　
　
　
全
社
員
が
確
認
を

避難所以外への避難（分散避難）も
選択肢の一つです！

すでに災害が発生している状況。命を守る
ための最善の行動を取る
速やかに避難場所へ向かう。避難場所への
移動が危険と思われる場合は、近くの安全
な場所や自宅のより安全な場所に避難する
避難に時間を要する人（高齢者や障がい者、
乳幼児等）とその支援者は避難を開始。そ
の他の人は避難準備を整える。
避難に備え、ハザードマップなどで自らの避
難行動を確認する。

災害への心構えを

自宅･職場付近の災害リスクを市の防災マップで確認しましょう


